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◇この資料は､ ヨーロッパにおける最近の科学技術の動向の理解 に資す るため､主 として
1988年に書かれた ユーレカ計画に関する各種の資料を､科学技術政策研究所にてとり
まとめたものである｡
◇編集者 第 3調査研究 グループ 木場隆夫
ユ - レ カ 計 画 の 概 要
エ ー ユ - レ カ 計 画 の 経 緯 ･概 要
1.ユーレカ計画とは
ユーレカ (EU氏EKA EuropeanResearchCoordinationAgency､又は
Action､ギリシャ語でアルキメデスが浮力の原理を発見 したときに発 した言
葉 といわれている｡)計画は欧州が先端技術の分野で米国や 日本に対する競争
力を維持するために､企業･研究機関の国際協力を進めるものである01985年
にフランスが米国のSDI構想に対抗 し､欧州の技術ルネッサンスを目指 して
提唱した｡1985年7月17日パ リで開催された欧州17カ国の閣僚及びEC委員会
代表による会議で発足 した｡
2.経緯
(1985年)
4月 デュマ仏外相､西欧連合外相･国防相会議においてユーレカ計画を提唱｡
6月 ミラノECサミット(欧州理事会)開催｡ユーレカ計画の支持､同計画の
非 EC諸国への開放などを合意｡
7月 第1回ユーレカ関係国政府間会議｡資金問題､機構問題､具体的な適用
分野などについて協議｡
11月 第2回ユーレカ関係国政府間会議(於 西独ハノーバー)Oユーレカプロジ
ェク トに関する原則宣言を採択｡10プロジェク トの推進を合意｡
(1986年)
6月 第3回ユー レカ関係国政府間会議(於 ロン ドン)0
① 追加62プロジェク トの採択
② 19番 目の加盟国 としてアイスラン ドを承認
③ 事務局本部をブリュッセルに設置
12月 第4回ユー レカ関係国政府間会議(於 ス トックホルム).新たに37プロジ
ェク トの採択 ｡
(1987年)
9月 第5回ユー レカ関係国政府間会議(於 マ ドリー ド)｡新規 プロジェク トの
採択｡
(1988年)
6月 第6回ユー レカ関係国政府間会議(於 コペ ンハーゲン)｡新規 プロジェク
トの採択(合計213プロジェク ト｡資金総額約40億ECU:1ECU-150円で換
算すると､約6000億円)0
3.参加国等
EC加盟12カ国 (仏､英､西独､伊､ベルギー､オランダ､ルクセンブルク､
デンマーク､アイル ラン ド､ギ リシャ､ スペイン､ポル トガル)及びオース ト
リア､ スウェーデン､ ノル ウェー､ フィンラン ド､スイス､ トルコ､アイスラ
ン ドの19カ国 とEC委員会である｡
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4.目的等
(∋日米 との先端技術競争に追い付 くこと｡
(参米国のSDI計画により欧州の頭脳流出が危倶されたことが契機｡
③先端技術分野における欧州市場の一本化に寄与する｡
5.研究 プロジェク ト､資金など
①88年6月現在､合計213プロジェク ト
②ユーレカ計画では､個々のプロジェク トに参加 している企業及び研究所が
資金を負担する仕組みとなっているが､実際には各国とも政府がかな り支援 し
ているようである｡ (参考 1)
6.プロジェク ト採択基準
第 2回ユーレカ関係国政府間会議において､プロジェク トの採択基準とし
て次の7点が決定 された｡
(∋民生用先端技術の共同開発によって欧州の生産性･競争力強化に資するこ
と｡
②複数の欧州諸国の企業 ･研究機関が共同開発すること｡
③共同開発により具体的な利益 (効率化)が期待できること｡
(む先端技術分野であること｡
⑤製品 ･製法 ･サービスなどについての重要な技術進歩を目的 とすること｡
⑥参加企業 ･研究機関の技術的 ･経営的基盤が適確であること｡
(う参加企業が相応の資金負担をすること｡
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Ⅱ _ ユ - ー カ プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴
ユーレカのプロジェク ト213件の内訳は以下のようである｡(1988年6月のユー
レカ事務局資料による)
図 1 分野別プロジェク トの割合 (%)
先端技術各分野にわたってプロジェク トが分布 している｡割合が一番多い
のは､ロボ ット及び製造技術で､23.8%､ついでバイオ技術､情報関連技術がそ
れぞれ19.2%､それにつづいて輸送関連､新素材がそれぞれ8.4%､テレコミュニケ
-ションが6.1%､レーザー､環境が5.1%､エネルギーが4.7%となっている｡
Transport
NewMaterIals
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図2 各国の参加プロジェクト数
213プロジェクトについて 19カ国の参加プロジェクト数は以下の通 りO
仏が 106､英が73､西独が64､伊が 59､酉が55､オランダが 52
などとなっているC
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図3 プロジェクトの参加国数の削合 (㌔ )
共同研究の参加国数については･2カ国で行うものが圧倒的に多くtL,39,0'､
3カ国が 16%､5カ国以上が 12%､4カ国が906'となっているO
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図4 プロジェクトの予算規模別割合 (oo )
1ECUを150円として換算すると､
1000万ECTu(15億円)以下が59%､
1000万ECU(15億円)超 5000万ECU(75億円)以下が33欝
5000万ECU(75億円)超 1億ECU(150億円)以下が5賃
1億ECL'(150億円)超が3繋 となっている｡
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図 5 プロジェクトの実施期間別削合 (('｡ )
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Ⅲ ー大 規 模 プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要
ユー レカの各 プロジェク トの うち予算規模の大 きいものの概要は以下のとお
り｡
(1)予算規模 1億ECU(150億円超)のもの
名称 EAST--EUREKAADVANCEDSOFTWARETECHNOLOGY
内容 ソフ トウエア工場の開発(エスプリのPCTEの工業版)
予算 223百方ECU(334億円)
期間 6年
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名称 EUROMAR
内容 欧州の海洋の生物連鎖の生態学的探査技術の開発 と応用
予算 164百万ECU(246億円)
期間 9年
参加国 アイルラン ド､英､伊､西､EC委員会
オランダ､西独､デンマーク､フィンラン ド､トルコ､ノル ウェー､
名称 ESF一一EUREKASOFTWAREFACTORY
内容 ソフ トウエア作成のためのコンピュータ支援 システムの開発
予算 327百万ECU (491億円)
期間 8年
参加国 EC委員会､アイルラン ド
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名称 EUROPOLⅠS
内容 大都市間輸送 と大都市圏の情報制御の新 コン トロール システム
の開発
予算 128百万ECU (192億円)
期間 7年
参加国 英､EC委員会
名称 HDTV一一COMPATⅠBLEHⅠGHDEFINⅠTⅠONTV.SYSTEM
内容l HDTVの開発
予算 200百万ECU (300億円)
期間 4年
参加国 EC委員会
名称 EPROM 一一 MULTⅠMEGABⅠTNONVOLATⅠLEMEMORⅠES
内容 4メガビッ ト集積回路(EPROM)の研究開発､工業化016メガ ピッ
トの集積回路の技術的 フィージビリテ ィースタデ ィー
予算 404百方ECU (606億円)
期間 5年
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(2)予算規模5000万ECU(75億円)超のもの
名称 EUROLASER
内容 材料加工用の工学用 レーザ-の開発.評価
予算 83百万ECU (125億円)
期間 10年
名称 EUROTRAC
内容i 欧州上空の対流圏での環境汚染物質の挙動に関する実験
予算 68百万ECU (102億円)
期間 10年
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名称 FULLYOPTRONICFLEXⅠBLEWORKSHOP
内容 レ-ザ-応用自動制御システムを用いたファク トリーオー トメ
一二/ヨン
予算 60百万ECU (90億円)
期間 5年
参加国 スイス
名称 CARMAT2000-- CARSTRUCTUREUSⅠNGNEWMATERⅠAL
内容 新素材を用いた自動車の構造に関する設計､工程に関する研究
予算 60百万ECU (90億円)
期間 4年
参加国 西､EC委員会
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名称 ES2 -- AUTOMATICDESⅠGNPRODUCTⅠONOFCUSTOMCHⅠPS
USiNGDⅠRECTPRINT王NG
内容 ソフ トウエアと印刷技術 を用いたカスタムメイ ドチ ップスの製
作技術の改良
予算 94百万ECU (141億円)
期間 3年
参加国 フィンラン ド､アイル ラン ド､ スイス､ トル コ､
西独､伊､オランダ､ベルギ-､スウェーデン､ノル ウェー､デン
CIRCUⅠTFOUNDRYPROJECT
l内容 ガ リウムひ素集積回路の製作技術の確立
予算 60百万ECU (90億円)
期間 3年
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名称 TRANSPOいS/TRANSPOTEL
内容 総合的データ処理 システムによる物流センターの設計
予算 66百万ECU (99億円)
期間 3年
名称 CARMⅠNATSYSTEM
内容 ドライヴ7-の安全及び交通の簡便化､効率化のための情報
収集､処理 システム
予算 52百万ECU (78億円)
期間 4年
参加国 EC委員会
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名称 FⅠSHⅠNCVESSELSFOR1990'S
内容 新式の漁船の設計､製造､操作に関する技術開発
予算 60百万ECU (90億円)
期間 5年
参加国 英
西独､仏
｢ 名称 OASⅠS 一一OPENEDSECUREINFORMATIONSYSTEM
j 内容 安全性についての全般的な情報 システム
予算 92百万ECU (138億円)
期間 5年
参加国 EC委員会
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名称 VERyHⅠGHBITRATEOPTlCALTRANSMⅠSSION
SYSTEM
内容 光情報伝達 システムに関する開発研究
予算 53百万ECU (80億円)
期間 5年
名称 RESTORE
内容 水の対流､浮揚の技術を応用 した汚泥.スラッジなどの処理 プラ
ン 卜の開発及び試験
予算 95.4百万ECU (143.1億円)
期間 4年
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参考 1 各国の資金援助
資金援助の実態について､まとまった資料はいまのところ入手できていな
いので､断片的な資料を以下に掲げる｡
(1)ユーレカプロジェク ト参加企業 ･研究機関に対 して､各国政府はそれぞ
れ独自の資金援助スキームを有 しているが､政府援助計画は国により異なる｡
例えば､仏では､ユーレカプロジェク トに対 し1986年予算 7億フラン､補
助率50%までの資金援助､及び産業編成基金からの特別融資の実施､西独で
は従来の研究援助制度で優先的な取 り扱いにしており､企業には補助率50%
まで､研究機関には 100%までの資金援助を実施､英では従来の革新援助計
画により研究費の50%まで､開発費の25%までの資金を援助｡
(1988年2月 工業技術より)
(2)西独連邦研究技術省の振興促進によるユーレカプロジェク ト
総額6倍マルクによる30にのぼるプロジェクト/BMFTの1987年 1月31日現在の
助成は図表のように研究分野に配分されている.
海洋技術
バイオテクこク
健康管理研究
交通運輸技術
エネルギー研究
情報及びマスメデア技術
環境研究及び技術
製造技術,材質研究
レ ザーー技術
(1988年10月 JETRO技術情報より)
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参考 2 EUREKAの プロジェク トの手順 (図式)
I. 企業ないしは研究機関､あるいはその両者の側からの発議
EUREKAの目的と基準 (原則声明､第 1葦､第2章)に合致するような
夕卜国の協同機関がまだ見つかっていない場合
国内の調整機Lq (研究技術省一第228誹)を通
じてEUREKAの事務局へ協同牧関を探してい
すべてのEUREKA加RiL国の調整機関とECの
プロジキク卜に協同する機関の問での脇力関係に JA貴と計画全体の機
畳金丑塵の作成.これは協同する各機Bgそれぞれ別個に作成. (自己資金､
債券､場合によっては公的資金など○公的資金を用いる場合は関係機関への
計画に参加する機関が同時に計画,案をそれぞれ自国の調整機脳に屈止血｡
(所定の様式による｡毛賀饗的な計画概要書は､手続きにLuするm uに付され
ー2〔)-
ⅠⅠ.政府による援助
計画案をEUREKAの枠内にいれることについて､夕卜国の協同機関の所属
ⅠⅠⅠ.国際間の調整
他の機関が計画に関心ないしは参加希望を表明するため?.)､ならびにEUR
EKA加盟国で計画に不参加の政府が原則違反との異義を申し立てるための
45日間の猶予期間を過ぎるとEUREKAのプロジェクトとして成立.プ
次回の閣僚会議によって通知され､手続きを終了する (これを待つことでプ
1) 届け出は常時ー可能｡締切期限はない｡
2) こういった参加希望機関に対して計画の参加機関は連絡を取ることが出来る｡
しかしそれらの新たな牧園の計画参入を認めるか否かは､参加機関の白山である｡
(1988年3月 西独連邦研究技術省 ヨゼフ･レムザ- ｢ヨーロッパにおける研究
計画一産業及び大学のための将来展望｣ よ り)
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参照文献
1988年2月 工業技術
1988年3月 西独連邦研究技術省 ヨゼフ･レムザ- ｢ヨーロッパにおける
研究計画一産業及び大学のための将来展望｣
1988年10月 JETRO技術情報
1988年8-9月 TECHNOLOGYREVIEW｢EUREKA｣
1988年6月 SECRETARIATEUREKA ｢BREFSDESCRIPTIFSDEL'ENSEMBLE
DESPROJETSEUREKAAYANTRECULELABELJ
1988年7月 SECRETARIATEUREKA ｢EUREKA｣
｢i.ユー レカ計画の経緯､概要｣については科学技術庁科学技術政策局調査課
の資料 を活用 させていただいた｡
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